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（5）　１１人については、健康診断が行われていなかった。

（６）　９人については、糖尿病等の熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾病を有していた（疾病の影響の

　　 程度は不明）。

（７）　２人については、体調不良、食事の未摂取または前日の飲酒があった。

【参考事項】

（１）　上記の主な死亡災害の１０件以外に平成２４年において計２１件の死亡災害が発生しており、１８人について

　　 は、ＷＢＧＴの測定を行っていなかった。

（２）　２１人全員が、計画的な熱への順化期間が設定されていなかった。

（3）　８人については、単独作業を実施していた。

（4）　１８人については、自覚症状の有無に関わらない定期的な水分・塩分の摂取を行っていなかった。

10 ８月 林業
被災者は、造林地において、刈払機で低雑木の刈払い作業を行っていて、１０時頃、一
斉休憩の後に立ちあがらないところを同僚が発見し、病院に搬送したが十数日後に死
亡した。

60 歳代

9 ８月
食料品製
造業

被災者は、焼成室内で焼き具合の監視業務についていたが、２１時頃、トンネルオーブ
ン出口付近で倒れているところを発見され、救急車で病院に搬送されたが、翌日に死亡
した（屋内作業）。

30 歳代

8 ８月
ビルメンテ
ナンス業

被災者は、鉄筋コンクリート造９階建てビル内にて定期清掃作業を行っていたところ、１７
時頃、５階男性トイレの清掃作業を行っていた被災者がトイレ内で倒れているところを同
僚が発見、救急車で病院へ搬送されたが、その後死亡した（屋内作業）。

60 歳代

7 ８月
自動車製
造業

被災者は、工場で車体製造の業務終了後の清掃中、１６時頃に同僚が倒れているのを
発見し、声を掛けたが意識がないので、救急車で病院へ搬送されたが、翌日に死亡した
（屋内作業）。

50 歳代

6 ８月
電気機械
器具製造
業

被災者は、テントから工場へ台車を利用し部品を移動する作業を行っていたところ、１３
時頃、同僚が屋外でうずくまっているところを発見し、救急車で病院へ搬送されたが、数
時間後に死亡した。

40 歳代

5 ７月 飲食店
被災者は、飲食店にて製麺作業を行っていたところ、１６時頃に大量の汗をかき、しゃが
みこんだため休憩させたが、泡を吹いて倒れたため、救急車で病院へ搬送したが、数時
間後死亡した（屋内作業）。

50 歳代

4 ７月
土木工事
業

被災者は、法面補強作業において、施工を行っていたが、１６時頃に気分が悪くなった
ため回復するかと休憩していたが、結局体調が戻らなかったために、病院へ搬送された
が、翌日に死亡した。

50 歳代

3 ７月
金属製品
製造業

被災者は、金属製品の製造工場において、サッシ製造を行っていたが、業務終了後の
２１時頃に退社したところ、同僚に会社駐輪場にて倒れているところを発見され、その後
病院に搬送されたが数時間後に死亡した（屋内作業）。

40 歳代

2 ７月
建築工事
業

被災者は、外壁改修工事現場において、解体した足場の枠材を集積場所まで運
んでいたところ、現場責任者が１１時頃に被災者がふらついていたのを発見
し、すぐに休憩させたが倒れてしまい、救急車を呼び病院に搬送されたが、数
日後に死亡した。

10 歳代

1 ７月 警備業
被災者は、高速道路舗装補修工事現場において、工事車両入退場誘導等を行っ
ていたところ、１２時頃に倒れたので、病院に搬送され、数時間後に死亡し
た。

50 歳代

平成24年の主な熱中症による死亡災害発生状況の詳細

No. 月 業種 年代 発生状況の詳細
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